
① 漏洩磁束法により、母材部の目視困難なき裂も検出し

　 その深さを推定することができます。

② 渦電流法により、溶接部のき裂も検出することが可能です。

特許出願済鋼管柱き裂点検システム　ＣＲＶＩＣＥ（クレビス）

２種類の検査方法で
微小なき裂も検出

● 従来のき裂検出方法では、金属表面のコーティングを除去

　 する必要がありましたが、本システムでは不要です。

● 軽量・小型で可搬性に優れ、身に着けた状態でスピーディに点検を

　 行えます。

● 複雑な操作が無く、専門知識不要で簡単にき裂の点検が可能です。

鋼管柱き裂点検システムを
使用するメリット

『鋼材表面のメッキや塗装の除去を行わず
　　　　　　　　　　　　き裂を検出する事が出来る非破壊検査システムです。』
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【付属品】
・本体用バッテリー×２セット
・校正用試験片（0.5,1mm）
・取扱説明書
・専用ケース
【仕様】
防水・防塵
本体寸法：W17×H12×D3（cm）
本体重量：約1㎏
バッテリー駆動時間：連続４時間

漏洩磁束法・渦電流法を採用し、点検時に対象表面の塗膜処理が不要です。
試液・薬剤なども不要で、対象に影響を与えずにき裂の点検が可能です。

NEXCO東日本グループ　技術商品サイト　https://www.e-nexco.co.jp/tech-service/
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システム構成

システム本体

表示用スマートフォン
（専用アプリインストール済み）

母材部き裂点検プローブ
（漏洩磁束法）

溶接部き裂点検プローブ
（渦電流法）

対象表面のコーティング除去が不要です。

本体サイズは17×12センチと小さく重量は約１㎏
と軽いため、点検作業の妨げになりません。
表示用スマートフォンは本体に装着することも可能
で、必要に応じて取り外し、画面を見ながら点検を
行えます。

表示器にはスマートフォンを採用。
点検データは専用アプリで表示。
き裂検出時は変色及び音と振動でお知らせします。
検出したき裂の深さ寸法を検知レベルで表示します。
アプリを使用した点検調書の作成も可能です。

軽量・小型で可搬性に優れています。

データは専用のアプリで表示します。

「鋼管柱き裂点検システム」は（株）ネクスコエンジニアリング北海道と（株）ニチゾウテックの共同開発品です。
制作協力：ACTUNI（株）

コンパクトなサイズ 画面を見ながら点検も可能

点検調書を簡単に作成可能です。検出時は画面・音・振動でお知らせします。

特　　徴


